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 IT 食 農 だ よ り 

６
次
産
業
化
推
進
人
材
育
成 

 

第
３
回
先
進
事
例
調
査
研
修   

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

連
携
自
治
体
の
紹
介
、
山
内
高
弘
同
セ
ン
タ
ー

特
任
准
教
授
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
説

明
及
び
ス
タ
ッ
フ
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
受
講
生
・
大
学
ス
タ
ッ
フ
・
連
携
自

治
体
関
係
者
を
交
え
て
記
念
撮
影
、
続
く
ガ
イ

ダ
ン
ス
で
は
、
受
講
上
の
注
意
事
項
等
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
休
憩
の
後
、
早
速
第
１
回
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
１
年
４
ヶ
月
間

に
わ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、
共
に
学
び
合

い
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。
（
文
責
：
前
田
紀
子
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山田裕也氏 スプレーギクの定植作業（10月30日）  

 

12
月
４
日
（
土
）
に
最
先
端
植
物
工
場
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
10
期
生
と
IT

食
農
先
導
士
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
最
先
端
土
地

利
用
型
IT
農
業
コ
ー
ス
）
６
期
生
の
開
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

10
期
受
講
生
は
８
名
、
土
地
利
用
型
IT
農
業

コ
ー
ス
６
期
受
講
生
は
２
名
で
、
う
ち
農
業
及

び
農
業
関
係
者
は
４
名
で
す
。 

 

開
講
式
で
は
、
浴
俊
彦
先
端
農
業
・
バ
イ
オ

植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
第

10

期

生
・
IT

食
農
先
導
士
（
土
地
利
用

型
）第
６
期
生
が
開
講  

 

11
月
13
日(

土)

に
東
海
地
域
の
６
次
産
業

化
推
進
人
材
育
成
の
第
３
回
先
進
事
例
調
査
研

修
と
し
て
、
Ｇ
・
フ
ァ
ー
ム
と
た
べ
り
ん
王
国

を
、
受
講
生
７
名
が
訪
問
し
ま
し
た
。 

Ｇ
・
フ
ァ
ー
ム
の
鈴
木
雄
大
さ
ん
か
ら
は
同
社

の
事
業
展
開
の
経
緯
や
６
次
産
業
化
に
関
す
る

独
自
の
理
念
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き

し
、
た
べ
り
ん
王
国
で
は
施
設
見
学
と
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
加
工
を
体
験
し
ま
し
た
。
前
回
ま
で

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
た
た
め
実
際
に
訪

問
し
て
の
先
進
事
例
調
査
研
修
は
初
め
て
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。(

文
責 
水
鳥
絵
理)  

最先端植物工場マネージャー第10期生・ 

IT食農先導士（最先端土地利用型IT農業コース）第6期生 

開講式（12月4日） 

ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス 

受
講
生
が
就
労
体
験
演
習    

 

10
月
16
日
（
土
）
か
ら
12
月
19
日
（
日
）

ま
で
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ス

の
受
講
生
（
35
名
）
が
、
３
班
に
分
か
れ
、

各
自
２
日
間
、
午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で
、

農
作
業
を
体
験
す
る
演
習
を
野
菜
、
花
栽
培
農

家
で
行
い
ま
し
た
。 

 

演
習
先
農
家
は
、(

１)
 

山
田
裕
也
氏
・
植

物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
期
生
（
ス
プ
レ
ー
ギ

ク
の
栽
培
等
：
愛
知
県
豊
川
市
）
、(

２) 

小

澤
岩
次
氏
・
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
５
期
生

（
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
柿
の
栽
培
：
愛
知
県
豊
川

市
）
、(

３) 

杉
原
善
治
氏
（
キ
ク
類
の
栽

培
：
愛
知
県
田
原
市
）
、(

４)

ア
グ
リ
ト
リ
オ

ほ
場
（
野
菜
の
栽
培
等
：
愛
知
県
豊
橋
市
）
で

す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
、
キ
ク
や
野
菜
の
定
植
作
業
や
ト

マ
ト
の
葉
や
腋
芽
の
摘
除
作
業
等
を
行
い
、
視

察
先
の
農
家
か
ら
、
花
、
野
菜
の
栽
培
方
法
や

農
業
経
営
等
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

演
習
を
行
っ
た
受
講
生
は
、
初
め
て
農
作
業

を
行
う
方
が
多
く
、
演
習
先
の
受
け
入
れ
農
家



季
節
の
花 

ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ  

ナンキンハゼの木と実 

㈱M式水耕研究所 （11月18日） 

い
で
す
。 

 

ふ
や
し
方
は
、
根
伏
せ
と
タ
ネ
ま
き
で

行
い
ま
す
。
根
伏
せ
は
株
元
を
掘
っ
て
太

め
の
枝
を
15

cm
～
20

cm
く
ら
い
の
長
さ

に
切
っ
て
、
５
cm
～
10

cm
の
深
さ
に
切

り
取
っ
た
根
を
横
向
き
に
植
え
ま
す
。
適

期
は
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬
で
す
。
タ
ネ

は
採
取
し
て
、
白
い
部
分
を
取
り
除
い

て
、
中
の
本
体
を
ま
き
ま
す
。 

 

生
育
は
、
日
当
た
り
と
水
は
け
の
よ
い

場
所
を
好
み
ま
す
。
陽
樹
で
半
日
影
～
日

陰
の
環
境
で
は
弱
り
や
す
い
で
す
が
、
や

や
乾
燥
気
味
の
土
壌
を
好
み
ま
す
。
と
て

も
丈
夫
な
樹
木
で
、
条
件
さ
え
合
え
ば
驚

く
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
大
き
く
な
る
の

で
、
剪
定
な
ど
の
管
理
が
重
要
で
す
。
剪

定
は
２
月
か
６
月
〜
７
月
に
行
い
ま
す
。

伸
び
す
ぎ
て
い
る
枝
や
、
葉
が
込
み
入
っ

て
い
る
部
分
を
切
り
戻
し
て
、
樹
形
を
整

え
ま
し
ょ
う
。
葉
が
つ
い
て
い
る
時
期
に

剪
定
を
す
る
と
、
新
芽
や
花
芽
を
切
り
落

と
し
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
た
め
、
落
葉

期
に
行
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
（
文

責
：
山
内
高
弘
） 

 

植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
９
期
生

第
６
回
先
端
施
設
研
修 

学
名
：T

ria
d
ica

 seb
ifera

  
 

 

ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
は
、
ト
ウ
ダ
イ
グ

サ
科
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
属
の
中
国
原
産

の
落
葉
樹
で
す
。
タ
ネ
か
ら
蝋(

ろ

う)

が
採
れ
る
の
で
、
中
国
で
は
古
く

か
ら
ロ
ウ
ソ
ク
や
髪
油
の
原
料
と
し

て
、
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本

に
入
っ
て
き
た
の
は
江
戸
時
代
、
同

様
に
実
用
性
を
買
わ
れ
て
導
入
さ
れ

た
よ
う
で
す
。
紅
葉
が
非
常
に
美
し

く
、
剪
定
で
あ
る
程
度
樹
形
が
ま
と

め
ら
れ
る
の
で
、
庭
木
や
街
路
樹
、

公
園
樹
と
し
て
広
く
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
開
花
期
は
６
月
～
７
月
頃

で
、
枝
の
先
端
に
黄
色
い
花
穂
を
付

け
ま
す
。
花
穂
は
長
さ
６

cm

～

18

cm

、
し
っ
ぽ
状
に
垂
れ
下
が
り
ま

す
。
先
端
に
は
た
く
さ
ん
の
雄
花
が

付
き
、
つ
け
根
近
く
に
数
輪
の
雌
花

が
付
き
ま
す
。
中
に
は
雌
花
を
付
け

な
い
花
穂
も
あ
り
ま
す
。
雄
花
の
部

分
は
咲
き
終
わ
っ
た
あ
と
、
い
ず
れ

花
穂
か
ら
切
り
離
さ
れ
ま
す
。
果
実

は
三
稜
の
球
形
で
直
径
1.5

cm
、
秋
に

黒
褐
色
に
熟
し
て
殻(

果
皮)

が
ぱ
か

り
と
開
き
、
白
い
タ
ネ
を
３
コ
出
し

ま
す
。
タ
ネ
は
殻
が
外
れ
た
状
態
で

枝
に
く
っ
つ
い
た
ま
ま
の
こ
と
も
多

小澤岩次氏 ミニトマトの摘葉作業  

（11月20日） 

 

11
月
18
日
（
木
）
か
ら
20
日
（
土
）

ま
で
、
最
先
端
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

９
期
生
が
、
国
内
外
の
先
進
施
設
視
察
研

修
と
し
て
、
日
帰
り
及
び
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
県
内
外
の
植
物
工
場
や
先
端
施
設
園
芸

状
況
等
を
視
察
し
ま
し
た
。 

 

視
察
先
及
び
参
加
者
は
、
18
日
（
木
）

が
、(

１)
 

農
研
機
構 

野
菜
花
き
研
究
部

門 

安
濃
野
菜
研
究
拠
点
（
ト
マ
ト
等
の

か
ら
、
丁
寧
な
作
業
説
明
や
指
導
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
説
明
に

対
し
て
も
、
受
講
生
か
ら
活
発
な
質
問
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
、
「
作
業
は

大
変
だ
っ
た
が
、
作
業
環
境
の
整
備
が
な

さ
れ
て
お
り
楽
し
か
っ
た
」
、
「
障
害
の

あ
る
方
も
簡
単
に
作
業
で
き
る
よ
う
色
々

工
夫
さ
れ
て
い
て
驚
い
た
」
等
の
感
想
も

あ
り
、
各
自
、
充
実
し
た
２
日
間
の
演
習

と
な
り
ま
し
た
。
（
文
責
：
山
内
高
弘
）  

育
種
状
況
等
：
三
重
県
津
市
）
、(

２)
 

㈱

M
式
水
耕
研
究
所
（
イ
チ
ゴ
等
の
水
耕
栽

培
状
況
等
：
愛
知
県
弥
富
市
）
を
受
講
生

９
名
が
参
加
。
19
日
（
金
）
は
、(

３)

冨

永
農
園 

冨
永
陽
市
氏
・
IT
食
農
先
導
士

３
期
生
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
栽
培
：
愛
知
県

豊
川
市
）
、(

４)

愛
知
県
農
業
総
合
試
験

場 

花
き
研
究
室
（
花
き
の
栽
培
試
験
状

況
：
愛
知
県
長
久
手
市
）
を
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
と
バ
ス
予
約
の
関
係
で
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
中
継
視
察
を

実
施
。
20
日
が
、(

５)
 

鈴
木
農
園 

鈴

木
春
雅
氏
・
６
次
産
業
化
５
期
生
（
イ
チ

ゴ
栽
培
：
静
岡
県
掛
川
市
）
、(

６)
 

鈴
木

フ
ァ
ー
ム 

鈴
木
永
夫
氏
・
植
物
工
場
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
期
生
、
６
次
産
業
化
２
期

生
（
葉
ネ
ギ
栽
培
：
静
岡
県
浜
松
市
）
を

受
講
生
９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

東
海
地
域
の
様
々
な
研
究
施
設
、
先
端

植
物
工
場
や
施
設
園
芸
の
栽
培
施
設
を
見

学
し
、
各
視
察
場
所
で
は
、
多
く
の
質
問

が
熱
心
に
な
さ
れ
、
最
新
の
栽
培
技

術
や
経
営
等
の
知
識
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
充
実
し
た
３
日
間
の
研
修
と

な
り
ま
し
た
。
（
文
責
：
山
内
高

弘
） 


